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    Isesaki School Magazine 

  伊勢崎市学校教育情報誌  

令和６年度研修主題 

「主体的に学び、豊かに表現できる生徒の育成」－教科の魅力を伝える指導の工夫を通して－ 

受験を控える三年生が、夏休みの受験勉強やこれからの進路選択に主体的に取り組めるように、

群馬県立伊勢崎高等学校の先生と高校生を招き、『高校で学ぶことの楽しさ』について話していた

だきました。 

「ようこそ先輩」の実施（7月 12日） 

講話の様子より 

「高校で学ぶ楽しさ」を高橋校長

先生が話してくれています。 

高校での学び、学習活動、高校での生活、高校の

部活動について、高校生ならではの視点で話して

くれました。 

高校生自ら開発した VRゴーグルを活用して、本校生徒が仮想的空間に入りこみ、 

理科実験の体験をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真剣に勉強に取り組まなければいけないと思った。今日初めて高校について知ったこともたくさんあった。 

高校に入ると、皆個性が広がっていくのだなと実感できたのでとても良かった。勉強を頑張ろうと思った。 

9 人の高校生が四中生のために、高校の楽しさや面白さなどを伝えてきてくれてとてもおもしろく、楽しかっ

たです。夏休みの学校説明会もそれぞれの学校の特徴が知れるので、楽しみです。 

最初は、「行きたい高校と違うからなんとなく聞いておけばいいや」と思っていたけど、違くても共通するとこ

ろはあってとても勉強になりました。 

受験生になって高校受験のことが不安だったけど、伊高の高校生たちの講話を聞き、あんなに楽しそうな姿

をみて少し安心できたし、前向きになれた気がしました。 

わかりやすい説明だったし、聞いていて面白かったので高校について興味が湧きました。 

今日の講話を聴いたことで、将来への希望が大きくなり、自分の考え方を変えることができたのでとても良

い時間を過ごせたと思う。部活動の話がとても分かりやすかった。 

どの話もためになる話で楽しみながら聞けました。今から高校が楽しみです。 

今回の講話で自分の行きたい高校に向けて頑張ろうという気持ちが強くなりました、これから目標に向かっ

て日々勉強に励もうと思いました。 

受験のアドバイスや、高校に入ってからの大切なことが詳しく知れた。探究という難しそうなテーマを面白く

わかりやすく説明してくれたので、自分の行きたい高校のことをもっと詳しく調べようと思った。 

高校生からのお話はとても楽しかったです。自分には興味のなかったことも、お話を通して知れたこともあり

ました。これから高校を決めるときの参考にもなり、とても貴重な体験となりました。 

今まで高校への不安が強かったが、行事の話を聞いたり、先輩方の様子を見たりして、楽しそうだと思えた。

自分も、将来こんなふうに明るい高校生になりたいと思った。 

講話をしてくださった伊高の先輩がとても楽しそうな雰囲気で、オープンキャンパスなどにも行ってみたくなり

ました。「高校生になったら勉強で忙しくなって部活には入らないかな」と思っていたけれど先輩が沢山部活

に入ることを勧めていたので入ってみたいと思った。 

いろいろな情報や、アドバイス、楽しさを深く知ることができました。高校の進路を考えるきっかけにもなった

し、分かりやすく楽しく教えてくれた高校生の方々がすごかったです。とてもいい経験になりました。 

話がわかりやすかったし、色んな面での学校の様子がわかった。夏休み中にやっておいたほうがいいことの

アドバイスを頂いたので、参考にしたい。 

分かりやすく説明してくれて、自分は高校生活に対して勉強とか色々な面が心配だったけど先輩たちの話を

聞いて少し安心できた。 

生徒の振り返りより 

生徒の感想より 


